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第 23 話：時の旅人 

 「未来から来た」という 2 人の言葉にあたしは、驚くよりも納得してしまいました。そ

う考えると、辻褄が合うことが多かったからです。店員も満足の行く話を聞けたようで、

黄金の砂を譲ってくれました。父は、シーダのカラダから抜け、再び幽体となりました。

父の魂が抜けたシーダは、本来の女性らしい所作に戻ったようで、店員と共にあたしたち

を見送ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あたしたちは、ホテルの部屋に戻ってきました。レオンとヴァジーは、「未来から来た

こと」を誰にも話さないように言いました。 

ヴァジーin エドガー：「あたしたちが来たことで、この世界も影響を受けている…」 

イーシャ：「あたしたちが本来進む未来とは別の方向に向かっているということですか？」 

レオン in オリビア：「そうだ…いや…本来進む未来のような確定したものはないのかもしれ

ない。」 

 

 あたしは、2 人の言っていることをこのときは実感することができませんでした。でも、

あたしたちの行動次第で未来は、どのようにでも変わると思ったのです。そして、今後のこ

とが 2 人から話されました。 

ヴァジーin エドガー：「黒薔薇と黄金の砂…あとは…」 

レオン in オリビア：「白狐の毛、だな。」 
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イーシャ：「最後のアイテムって…狐を倒してその毛を手に入れるってことですか？」 

ヴァジーin エドガー：「毛は 5 本もあれば十分だから倒さなくても大丈夫よ…生息地は、

グリーンラドかカナダ北部…」 

レオン in オリビア：「カナダの方がいいか…だが白い毛でなくては意味がないから、季節が

変わるまで待たないとだな…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 人の話によると、黒薔薇は、カラダから魂を取り出すアイテム、黄金の砂は、他の者

の魂を取り入れることができるようになるアイテム、白狐の毛は、魂が時空を旅できるよ

うになるアイテムということでした。2 人のいた時代には、黒薔薇と黄金の砂は、既に絶

滅しているそうです。2 人は、白狐の毛を使って、黄金の砂と黒薔薇を手に入れるために

この時代に魂だけ飛んできて、誰かに乗り移る前に絵画に閉じ込められてしまったという

ことでした。 
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 それはそうと、あたしは、母が無事でいるか心配でした。 

イーシャ：「レオンさん…あたしに乗り移ってくれませんか？」 

 あたしは、レオンが乗り移っている母のカラダに自ら頭をぶつけて、レオンの魂を自分の

カラダに憑依させました。 

レオン in イーシャ：「…いきなりだな…まあ、いい。お前のカラダを使わせてもらうぞ！」 
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第 24 話：スクールライフ 

 歓喜の表情を見せるイーシャに対して、レオンの魂が抜けたオリビアの表情は、不安そ

うだった。 

オリビア：「…わたしは…あ…イーシャ？イーシャに乗り移ったの？」 

ヴァジーin エドガー：「ええ…あなたのことが心配で自らレオンをその身に乗り移らせた

のよ。」 

 

 ヴァジーとエドガーは、バングラディッシュで起こったことをオリビアに話した。 

オリビア：「そう…エドガーは、魂の状態で近くにいるのね。」 

レオン in イーシャ：「ああ…俺たちには感じることはできないけどな。さて、俺は、しばら

くこのカラダを使わせてもらうぞ！」 
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ヴァジーin エドガー：「あら、そのカラダだと…あたしと交わることは、できないわよ。」 

レオン in イーシャ：「まあ、やりたくなったら、オリビアのカラダに戻るよ。」 

 レオンが乗り移ったイーシャは、オリビアの方を見た。 

 

オリビア：「…仕方ないですね…娘のカラダにずっといてもらっても困りますし…」 

 オリビアは、背に腹は代えられないという表情をして、レオンが乗り移ったイーシャを

見返した。 
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 レオンは、冬になるまで、イーシャをメインボディとして、高校にも通うことになっ

た。これまでの雰囲気と違うイーシャに、クラスメートが声を掛けてきた。 

女子高生 1：「イーシャ…だよね？」 
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レオン in イーシャ：「そう…俺は…イーシャだ…」 

女子高生 1：「え…俺…ってどうしちゃったの？？イーシャ？」 

 女子高生は、男のような言葉遣いで股を広げて机に座るイーシャに動揺した。 

レオン in イーシャ：「俺は、どこの席に座ればいい？」 

 

 レオンが乗り移ったイーシャは、動揺する女子高生に構わず聞いた。 

女子高生 1：「どこって…そこの席だけど…」 

 レオンは、いつものように足を広げたままその椅子に座った。 
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女子高生 1：「イーシャ！スカートがめくれて…中が見えちゃってるよ！」 

レオン in イーシャ：「おっと、見せてやってもいいんだが…俺は、今女だったな。」 

 レオンは、イーシャのカラダに乗り移っていることを思い出し、足を揃えて座り直し

た。女子高生は、そんなイーシャの中に別人がいるのを感じのけ反った。その瞬間、足を

取られ、バランスを崩し、倒れて行く…イーシャは、そんな彼女を咄嗟に支えた。 

 

レオン in イーシャ：「大丈夫か？気をつけろ。」 

女子高生 1：「あ…うん…」（何…？イーシャ…じゃないかもだけど…素敵💕） 

 女子高生は、イーシャの手をぎゅっと握った。イーシャも力強く握り返した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


